
学習日：　　月　　　日

2019 年度　豊島岡女子学園中学３回目【算数】大問６
　
　底面が正方形である正四角すいＡ－ＢＣＤＥがあり、辺ＡＢ、ＡＣ、ＡＤの真ん中の点をそれ
ぞれＦ、Ｇ、Ｈとします。この正四角すいＡ－ＢＣＤＥを机の上に置き、平面で切り取ったとき
に残った立体を考えます。
　この立体を、上から見た図を正方形のマス目の方眼紙にかきます。例えば３点Ｆ、Ｇ、Ｈを通
る平面で切り取ったときに残った立体を上から見ると＜図１＞のようになり、３点Ｆ、Ｇ、Ｄを
通る平面で切り取ったときに残った立体を上から見ると＜図２＞のようになります。ただし、図
の中の○は底面からの高さが同じ点を表すものとします。 

（１）
ＡＦ、ＡＧの真ん中の点をそれぞれＭ、Ｎとし、３点Ｆ、Ｇ、Ｈを通る平面を（あ）、３点Ｍ、
Ｎ、Ｄを通る平面を（い）とします。正四角すいＡ－ＢＣＤＥを２つの平面（あ）、（い）で切
り取ったときに残った立体を上から見た図として最もふさわしいものを①～④から選びなさい。
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（２）
正四角すいＡ－ＢＣＤＥをいくつかの平面で切り取ったときに、残った立体を上から見ると＜図
３＞のようになりました。このとき、元の正四角すいＡ－ＢＣＤＥの側面だった部分を＜図４＞
の①～⑥の中からすべて選びなさい。

（３）
下の〔　ア　〕、〔　イ　〕に当てはまるものを①～⑨からそれぞれ選びなさい。
「正四角すいＡ－ＢＣＤＥをいくつかの平面で切り取ったときに、残った立体を上から見た図が、
＜図５＞のようになることはない。その理由は、〔　ア　〕が同じ平面の上の点ではないからで
ある。なお、＜図５＞で〔　イ　〕が結ばれていると、残った立体を上から見た図になる」 

① ４点Ｄ、Ｅ、Ｋ、Ｊ　　②４点Ｂ、Ｃ、Ｊ、Ｉ　　③４点Ｅ、Ｂ、Ｉ、Ｋ
④ ３点Ｃ、Ｄ、Ｊ　　　　⑤３点Ｊ、Ｋ、Ｉ　　　　⑥２点Ｅ、Ｉ
⑦ ２点Ｄ、Ｋ　　　　　　⑧２点Ｂ、Ｋ　　　　　　⑨２点Ｃ、Ｉ 
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